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１．出雲における玉作遺跡の分布状況

出雲における玉作遺跡は山間部を除く出雲地域のほぼ全域に分布しており、現在のところ約１００遺

跡が知られている。これらの多くは表採品によるもので詳細不明な遺跡も多いが、弥生時代から平安

時代にかけて各時代の玉作遺跡が明らかとなっている。現在でも「めのう細工」が行われている玉湯
か せんざん

町には、玉の原材料である良質な碧玉や瑪瑙を産出する花仙山（標高１９９m）が存在し、出雲の玉作

遺跡の大半は花仙山周辺に集中する。その数は５０遺跡以上にもなるが、古墳時代中期には花仙山から

遠く離れた大原遺跡（安来市）でも碧玉・瑪瑙を使用した大規模な玉生産が行われており、各時期毎

に出雲における玉作遺跡の分布状況が異なっていたことを窺うことができる。

２．出雲の玉作の変遷－開始・変容・拡大・集約－

出雲における玉作の開始は弥生時代前期まで遡ることができ、前期の松江市西川津遺跡では緑色凝

灰岩を使用した擦切り技法による管玉生産が行われている。中期には松江市布田遺跡でも同石材・同

技法による玉生産が確認されており、弥生前半期の玉作は碧玉を用いず、緑色凝灰岩製の管玉のみを

生産していたことが窺える。後期になると石材や製品組成に変化がみられ、後期後葉の松江市平所遺

跡では水晶製の丸玉・算盤玉、終末期の玉湯町史跡・出雲玉作遺跡宮ノ上地区では碧玉製勾玉の製作

が開始され、碧玉製管玉は打撃分割法で製作されている。この技法や石材の変化には鉄器の普及が大

きく関連しているものと考えられ、以後古墳時代に受け継がれていく。古墳時代に入ると碧玉・水晶

に瑪瑙が加わり、以後碧玉・水晶・瑪瑙製勾玉（いずれも片面穿孔）、碧玉製管玉、水晶製品は古墳

期を通じて出雲の玉作遺跡で普遍的に見られるようになる。また他地域では石製品が生産されるが、

出雲では今のところ松江市後原遺跡で表採品が１点知られているのみである。中期になるとさらに滑

石が加わるが、他地域のような模造品製作は確認されていない。また中期には玉作遺跡の数が急激に

増加する。分布も出雲全域に拡大し、地域ごとに使用石材や製作技術が異なる等の地域差も認められ

るようになる。さらに中期後葉には碧玉製管玉の製作に片面穿孔が採用され始める。後期になると他

地域の玉作は衰退し、出雲でも遺跡の分布範囲が再び花仙山周辺に集約されるが、遺跡内において複

数の工房が営まれるようになり、出雲における玉生産の最盛期とみることができる。また、平玉生産

が開始される一方、終末期にかけて滑石製品の生産は衰退する。奈良時代以降は碧玉製・水晶製の平

玉生産が本格化し、古墳期を通じて生産され続けた碧玉製勾玉・管玉、瑪瑙製勾玉生産は衰退してい

く。

以上のように、出雲では弥生時代から平安時代まで一貫して玉作が行われており、他地域からみれ

ば特異な玉生産地域であるといえる。特に古墳時代には石材・器種等において他地域と類似点がほと

んど認められず、他地域から石材を搬入しての玉作も行われていない。従って、出雲の玉作における

玉の組成や製作技術を今後より一層詳細に検討していくことで、全国の古墳出土玉類から出雲産のも

のを特定することが可能であろう。ひいては玉類の供給先や流通ルートの解明に繋がり、古代におけ

る社会構造の一端に迫ることが期待されるといえる。

【参考文献】米田克彦 １９９８「出雲における古墳時代の玉生産」『島根考古学会誌』１５島根考古学会
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表１ 出雲玉作の時代区分

図１ 出雲玉作関連遺跡の分布（米田１９９８）

表２ 主要玉作遺跡における使用石材

表３ 主要玉作遺跡における玉の組成
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図２ 主要玉作遺跡出土の「碧玉製勾玉未製品」

図３ 主要玉作遺跡出土の「碧玉製管玉未製品」 図４ 勝負遺跡の玉作工房SI０７

表４ 出雲における玉の消長（米田１９９８）

表５ 出雲における玉作遺跡の消長（米田１９９８）
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